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日本熱帯農業学会

日本熱帯農業学会令和 2年度総会ならびに第 127 回講演会について

期　　日　　2020年 3月 17日（火），3月 18日（水）

場　　所　　東京農工大学・府中キャンパス

事　務　局　　〒 183-8509　東京都府中市幸町 3-5-8　東京農工大学大学院農学府
　　　　　　運営委員長　田中治夫
　　　　　　運営委員会事務局　桂　圭佑，及川洋征
　　　　　　TEL : 042-367-5888（及川），5952（桂）　E-mail :  ft9253@go.tuat.ac.jp

日　　程　　2020年 3月 16日（月） 評議員会，若手の会
　　　　　　2020年 3月 17日（火） 講演会（口頭発表・ポスター発表），総会，学会賞受賞者講演会，公開シン
　　　　　　　　　　　　　　　　　ポジウム「熱帯生物資源を探る旅（仮題）」，懇親会
　　　　　　2020年 3月 18日（水） 講演会（口頭発表）

重要期限　　発表申し込み　2020 年 1月 25 日（土）
　　　　　　発表要旨提出　2020 年 2月 15 日（土）

参加申し込み　発表の有無にかかわらず，参加を希望する方は 2020年 2月 29日（土）までに E-mailでお申し込
みください．宛先：ft9253@go.tuat.ac.jp　件名：参加申し込み　本文には①ご氏名　②ご所属　③懇親会参加の有
無をご記入ください．受付後，事務局より確認メールを返信いたします．

発表申し込み　発表を希望する方は 2020年 1月 25日（土）までに E-mailでお申し込みください．宛先：ft9253@
go.tuat.ac.jp　件名：発表申し込み　　
メール本文には以下３点をご記載ください．
1．発表者の氏名（連名の場合，発表する方（本学会員または連携学会員）の名前の前に＊を付してください．）
2．口頭発表／ポスター発表の別と「学生優秀発表賞」対象の有無（同賞対象希望の場合，講演会初日午前中の口
頭発表となります．）

3．発表題目（日本語または英語，発表予定の使用言語いずれかで結構です．）

発表形態
　口頭発表　発表時間 12分＋質疑 2分半とします．各自 PC等をご持参ください．会場では液晶プロジェクター
（RGBおよび HDMIケーブル）を用意いたします．
　ポスター発表　3月 17日（火）11時までにポスター会場の所定のパネルに掲示してください．ポスターの大き
さは A0サイズまでとします．

要旨の作成と提出　発表要旨は下記の作成要領に従って作成し，PDFファイルに変換し添付ファイルにて，2020
年2月15日（土）までに上記メールアドレスにご送付ください．E-mail送付が不可能な場合，郵送でも受け付けます．



原稿要旨作成要領
1．Ａ4判（縦置き，横書き）2頁とする（用紙 1枚が 1頁となる）．
2．提出原稿は，講演番号とページ番号が追加され，モノクロ印刷される．
3．（1）上下左右 25mmの余白とし，1頁 43行，1行 40文字を基本とする．和文フォントは明朝体 10.5ポイント，

英文フォントは Times New Roman 11ポイントとする．
　　（2）題目および発表者氏名・所属を和文・英文で併記する．連名の場合，発表者の左側に ＊ を付ける（下記

記入例参照）．
　　（3）一行空けて要旨本文・図表を，用紙 2枚以内に配置する．ページ番号は記さない．
4．文章，生物名，学名その他の記述法は，学会誌の投稿原稿作成要領に従うこと．

要旨記入例

参 加 費　 一般：5,000円，学生：3,000円（要旨集代を含む，当日受け付けます）
懇親会費　 一般：4,000円，学生：2,000円（当日受け付けます）

＜会場案内＞
会　　場　東京農工大学府中キャンパス　〒 183-8509　東京都府中市幸町 3-5-8
交通案内　東京農工大学ホームページの「交通・キャンパスマップ」をご覧下さい．
　　　　　 （http://www.tuat.ac.jp/outline/overview/access/）
・JR中央線「国分寺」下車，南口 2番バス乗場から京王バ
ス「寺 91（明星学苑経由）府中駅」約 10分「明星学苑」
下車 ，バス進行方向に直進．

・京王線「府中」下車，3番バスのりばから「寺 91（明星学
苑経由）国分寺駅南口」約 7分「晴見町（東京農工大学前）」
下車，バス進行方向の横断歩道渡る． 

・JR武蔵野線「北府中」下車，徒歩約 12分

宿泊案内　府中・国分寺など鉄道沿線にビジネスホテル等宿
泊施設がございます．各自でお申し込みください．

環境保全が熱帯農業開発に与える影響
＊熱田　一 1・熱川二子 1・熱海三太 2

（1熱帯大学農学部・2国際農工大学府中農場）
Effects of Environmental Conservation on Tropical Agricultural Development

＊Hajime ATSUTA1, Futako ATAGAWA1, and Santa ATAMI2

(1Faculty of Agriculture, Tropical University, 2 Fuchu Farm, International University 
of Agriculture and Technology)

  　＜一行空ける．次の行から要旨本文を始める．＞


